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Ⅰ 大綱の見直しについて 
これまで市において、平成１８年（２００６年）５月に『淡路市行政改革大綱』

を、平成２２年（２０１０年）３月には、平成２２年度から平成２６年度（２０１

４年）までを計画期間とした『第２次淡路市行政改革大綱』を策定し、多様化する

市民ニーズと社会情勢へ的確に対応するため、持続可能な身の丈に合った行政シス

テムの構築を図ってきました。 
 具体的には、 
①事務事業の再編、整理、統合及び廃止 
②指定管理者制度の活用をはじめとした民間委託等の推進 
③定員管理の適正化の推進 
をはじめとして、集中改革プランや行財政改革の取組項目を策定し、財政の健全化

を推進してきました。 
 しかし、平成１９年（２００７年）６月に「地方公共団体の財政の健全化に関す

る法律（平成１９年法律第９４号）」が公布され、参考指標であったが、これに基

づき算定した平成１９年度決算における将来負担比率が早期健全化基準の３５

０％を上回る３７１％となった。 
この結果を踏まえ、早急に改善できる事業項目を整理し、平成２０年度（２００

８年）決算では３１９．８％に改善し、イエローカードに当たる早期健全化団体と

はならなかったものの、この指標が示すとおり、危機的な財政状況が続いている裏

付けでもあった。なお、平成２６年度決算における将来負担比率は２２９．２％と

なっている。 
市では、これまでの行財政改革をより推進するため、平成２１年（２００９年）

３月に「淡路市新行財政改革推進方策」を策定し、平成３０年度（２０１８年）ま

での１０年間を計画期間とした、全１５６項目（策定当初）の改革項目を掲げ、自

主財源の確保、職員の定員・給与や公の施設の配置、事務事業を見直すなど、市民、

議会、職員の理解を得て取り組んでいます。 
平成１７年度（平成２００５年）から平成２１年度までの集中改革プランの実施

により、およそ７４億円、達成率７６％の効果を上げる結果となっており、淡路市

新行財政改革推進方策においても、平成２６年度では、計画に対する達成率は、累

積ベースで約８１％となっている。 
 
Ⅱ 策定の趣旨 
１ 計画期間 
淡路市新行財政改革推進方策の計画期間が平成３０年度に終了することに合

せて、平成２７年度（２０１５年）から平成３０年度までを計画期間とした「第

３次淡路市行政改革大綱」を策定し、財政の健全化を目指す。 
 
２ 基本方針 
 これまでの行政改革大綱や淡路市新行財政改革推進方策に掲げた行財政改革

項目に対し、引き続き、改革に取り組むこととし、特に進捗が見られない項目に

ついては、重点的取組事項と位置付けて、行財政改革を推進していくこととする。 
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 また、市を取り巻く環境は、経済の低迷により財政への影響が続いており、国

が進める三位一体の改革や地方分権、少子高齢化など社会経済情勢の変化や、近

年、市民の価値観が多様化、複雑化する中での公平かつ公正で効率的、効果的な

市民サービスを実現し、『自助、共助、公助』の考え方を踏まえ、公民の望まし

い役割分担を明確にして、健全で、身の丈に合った行財政運営を図る。 
 次代を担う子どもたちのため、明るい未来の実現のため、今の時代にできる行

財政改革は確実に実施し、悔いの残らない仕組みや制度を確立することが、今を

生きる私たちの責務である。 
 
３ 今後の財政見通し 
平成１９年には、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく将来

負担比率が、早期健全化基準の３５０％を上回る３７１％となり、このままでは、

自己決定権が制限される早期健全化団体に陥ることから、これまでの市政の継続

性と安定性を確保しつつ、市民と共に痛みを分かち合いながら、行財政改革に積

極的に取り組んだ結果、平成２６年度決算では２２９．２％となり、一定の道筋

を立てることができた。 
しかし、税収などの自主財源が乏しい脆弱な財政体質であるがゆえに、今後も

地方財政対策における制度改正によっては、直接的に大きな影響を受ける懸念が

ある。 
また、平成２８年度から平成３２年度にかけて普通交付税が段階的に縮減され、

平成３３年度からは一本算定となる。これに係る影響額は、臨時財政対策債を含

め約２８億円であったが、平成２６年度から支所経費の基準財政需要額への算入、

平成２７年度からは、合併したことにより面積が拡大したことなど、想定されて

いなかった財政需要を反映した同算定により、影響額は縮小されるものと思われ

るが、引き続き、自主財源の確保と徹底した歳出抑制に努める必要がある。 
 

４ 公表 
 淡路市新行財政改革推進方策のこれまでの成果については、市のホームページ

等を通じて、市民等に公表する。 
 

Ⅲ 重点取組事項 
（全般） 
１ 市民と行政との双方向的コミュニケーション 
 行財政改革の一環として歳出の抑制・見直しを推進していく上で課題となるの

は、限られた財源で最大の効果が得られる行政サービスの提供である。 
 これの実現には、市民と行政の双方向的コミュニケーションが不可欠となる。

すなわち、市民との対話を通して市民のニーズを把握すること、それに対する効

果的な政策・事業を策定すること、そしてそれを丁寧に説明して市民の理解を得

ることが必要である。これらの実践に当たっては、職員の能力向上に努める。 
 
２ 魅力あるまちづくり 
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いつかきっと帰りたくなる街づくり施策を推進し、住民が自然豊かな食材や時

間的な豊かさ、交通の利便性など『愛着あるところ』を再認識しつつ、明るく元

気に、安全安心に暮らせる淡路市の『いいところ』を、ホームページ等を活用し

て発信する。 
また、企業誘致活動を通して、定住できる支援策など魅力あるまちづくりに取

り組む。 
 

（公の施設の見直し） 
３ 市立集会所やその他公共施設の在り方 
集会所は、大半の利用は町内会等が行っている現状を踏まえ、淡路市集会施設

等設置検討委員会で打ち出された案に基づき、当面は、「現状による無償譲渡」

が望ましい。しかし、具体的に進めていく条件整備等ができていないため、今後

条件等について検討する。 
また、その他の公共施設の見直しは、これまで継続的課題として取り組んでい

るが、公共施設等総合管理計画に基づき、「補助金等に係る予算の執行の適正化

に関する法律（昭和３０年法律第１７９号）」により整備された施設について、

廃止等を行うための課題を整理し、地方債を活用しながら、施設の統廃合や用地

の売却等を進める。 
 
４ 市営住宅の在り方 
市営住宅の管理戸数（１，７０３戸）は、島内２市と比較してもかなり多く、

洲本市（６９３戸）、南あわじ市（８０９戸）の２倍強の市営住宅を管理してい

る。 
これは、阪神・淡路大震災の影響による災害公営住宅の建設が大きな要因であ

るが、今後は、施設維持に対する費用の増加や、老朽化による空き部屋の増加な

どで使用料収入の減少も予想されるため、市営住宅の統廃合を進める。 
 

（公の施設及び事務事業の見直し） 
５ 行政評価システム等の活用 
職員の意識改革は、行財政改革を推進するためには重要であり、「意識改革な

くして改革の目標達成は困難である。」ことを引き続き念頭に置き、職員が「自

ら検証し、自ら取り組む」としたコスト意識を常に持つことが重要である。 
行政評価システム等を活用し、Ｐｌａｎ（実施計画）－Ｄｏ（実施）－Ｃｈｅ

ｃｋ（検証・評価）－Ａｃｔｉｏｎ（改善・見直し）といった、いわゆるＰＤＣ

Ａサイクルに基づく見直しを定期的に行い、行政運営に反映していく。 
 
６ 第三セクターの抜本的見直し 
 速やかに、市が出資している株式会社キャトルセゾン松帆、株式会社淡路観光

開発公社、株式会社ほくだん、株式会社淡路島パルシェを対象に、市内部におい

て当初の設置目的や事業の内容を整理した後、外部専門家を活用して、今後の経

営状況の推測から抜本的な経営改善が必要と判断された場合には、統廃合を含め
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た可能性を検討する。 
 
７ 借地契約の見直し 
 平成２６年度の借地契約の件数及び借地料は、島内２市と比較しても突出した

ものとなっている。 
 合併前には、同様の目的で建設した施設が多数ある中で、既に当初の目的が終

了している契約や民間による施設の利活用に伴い市が直接関与していない契約

にあっては、契約条項に基づき、契約の解除を含め、契約期間終了までに相手方

と調整する。 
 また、借地料については、ほとんどの契約内容が当初のままであるため、適正

な金額に見直しを進める。 
 
８ 民間委託や民間移譲の推進 
 行財政運営の効率化や住民サービスの向上のため、これまでも民間ができる事

業は民間への委託や移譲を実施し、行政責任の確保に留意しながら推進してきた。 
 市が実施している事業については、引き続き、定型業務に属するものも含めて、

指定管理者制度の活用を図ることや民間移譲への可能性を検討する。 
 
（公営企業の見直し） 
９ 下水道加入の促進 
下水道は、生活排水処理により川や海の水をきれいにするとともに、トイレの

水洗化等により生活環境を向上させるものである。受益者負担金等の経済負担に

より、低所得世帯の加入が進みにくい実情はあるが、広く市民に対し、下水道の

必要性について十分に理解を求め、より一層の加入推進に努める。 
また、公共下水道事業特別会計の財政は厳しい状況にあり、今後は、受益者負

担の原則から、下水道使用料の改定を検討する。 
 
（自主財源の確保） 
１０ 収納率の改善 
市税、使用料等の収納率は、現年度分については向上が見られるが、滞納繰越

分については低下の傾向にある。 
市税については、納税者らの公正・公平性の原則を踏まえ、安定的な財源確保

のため、滞納管理システム等を有効に活用し、資産調査や預金調査など滞納整理

の徹底と強化を図ると共に、使用料等については、受益者の負担等の公平性を確

保するため、市税と連携しながら、これら未納者に対して法的手続を図るなど厳

正に対応し、収入未済額の縮減に最大限取り組む。 
 

Ⅳ これまでの成果と今後の数値目標 
行財政改革による財政効果額は、淡路市新行財政改革推進方策で策定している

数値により検証する（表－１のとおり）。 
執行状況（達成率）では、検証年度では対計画比で７０％、累積ベースで同じ
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く８０％の達成を目標とする。 
 
※各分野におけるこれまでの主要な改革の成果 
（１）組織の見直し 
・合併当初に設置した総合事務所の機能を縮小し、本庁に業務を集約 
・出前市役所の設置（志筑新島アルクリオ内） 

 
（２）定員・給与の見直し 
・定員適正化計画に基づき正規職員数の削減を実施したが、行政サービス

の低下を防ぐため臨時職員等を配置した。 
（単位：人、百万円） 

 ２２年度 ２６年度 増減比較 
正規 職員    

 計画人数 ６４７ ４７１ － 
 実績人数 ５５６ ４６７ ▲８９ 
 人件費 ３，０１３ ２，８１９ ▲１９４ 
臨時 職員等    

 実績人数 ３６６ ４２４ ＋５８ 
 人件費 ７０７ ８３７ ＋１３０ 

 
（３）公の施設の見直し 
・市が管理している施設（約３７０施設）を対象に、指定管理者制度を導

入 
平成２７年４月現在で、４５施設に導入（集会所、福祉施設、産業振興

施設、文化ホール等社会教育施設、プール等体育施設） 
・保育所、小・中学校の再編に伴う、各施設の活用 
旧北淡東中学校（山本光学㈱）、旧野島小学校（㈱パソナ）、旧仁井保育

所（淡路市社会福祉協議会）、旧野島保育所（兵庫県社会福祉事業団）を

無償譲渡 
・特別養護老人ホーム東浦カーネーションホームを聖隷福祉事業団へ無償

譲渡 
 

（４）事務事業の見直し 
・各種団体補助金の見直し 
町内会活動助成、社会福祉協議会、商工会、体育協会、文化協会等 

 
（５）公営企業の見直し 
・下水道料金の改正 
平成２２年４月に改正し、２０㎥当たり約１１．８％の値上げを実施 
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各分野における改革の成果

事業別計画集計表 平成２０年度当初予算額を基準とし、実施年度の当初予算額（決算額）との差額を計上している。 (単位：百万円）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

( 0)( 0)( 0)( 0)( 0)( 0)( 0)( 0)( 0)( 0)( 0)

615 736 800 989 1,119 1,458 1,611 1,860 1,982 2,170 13,340

498 653 751 727 792 860 899 1,555 1,687 1,894 10,315

( 498)( 653)( 751)( 727)( 792)( 860)( 899)(1,555)(1,687)(1,894)( 10,315)

( 615)( 736)( 800)( 989)(1,119)(1,458)(1,611)(1,860)(1,982)(2,170)( 13,340)

38 48 57 58 83 83 83 83 83 83 697

40 82 145 167 127 179 133 83 83 83 1,122

( 40)( 82)( 145)( 167)( 127)( 179)( 133)( 83)( 83)( 83)( 1,122)

( 38)( 48)( 57)( 58)( 83)( 83)( 83)( 83)( 83)( 83)( 697)

70 167 213 218 219 220 221 223 223 223 1,995

103 156 287 301 263 250 227 244 244 244 2,319

( 137)( 187)( 279)( 283)( 245)( 234)( 252)( 265)( 266)( 266)( 2,415)

( 99)( 193)( 231)( 234)( 234)( 236)( 237)( 239)( 239)( 239)( 2,179)

19 58 66 75 87 100 133 142 151 153 985

38 84 113 125 122 147 149 142 151 153 1,224

( 38)( 84)( 113)( 125)( 122)( 147)( 149)( 142)( 151)( 153)( 1,224)

( 19)( 58)( 66)( 75)( 87)( 100)( 133)( 142)( 151)( 153)( 985)

742 1,008 1,136 1,339 1,508 1,861 2,048 2,307 2,438 2,629 17,017

679 974 1,297 1,319 1,303 1,436 1,408 2,024 2,164 2,374 14,979

( 713)(1,006)(1,288)(1,302)(1,286)(1,421)(1,433)(2,045)(2,186)(2,396)( 15,076)

( 771)(1,034)(1,154)(1,355)(1,524)(1,877)(2,064)(2,323)(2,454)(2,645)( 17,201)

82 137 137 140 140 140 140 140 140 140 1,336

0 ▲ 60 ▲ 70 13 77 172 144 140 140 140 695

( 0)(▲ 60)(▲ 70)( 13)( 77)( 172)( 144)( 140)( 140)( 140)( 695)

( 82)( 137)( 137)( 140)( 140)( 140)( 140)( 140)( 140)( 140)( 1,336)

82 137 137 140 140 140 140 140 140 140 1,336

0 ▲ 60 ▲ 70 13 77 172 144 140 140 140 695

( 0)(▲ 60)(▲ 70)( 13)( 77)( 172)( 144)( 140)( 140)( 140)( 695)

( 82)( 137)( 137)( 140)( 140)( 140)( 140)( 140)( 140)( 140)( 1,336)

824 1,145 1,273 1,479 1,648 2,001 2,188 2,447 2,578 2,769 18,353

679 914 1,227 1,332 1,380 1,608 1,552 2,164 2,304 2,514 15,674

( 713)( 945)(1,218)(1,315)(1,362)(1,592)(1,577)(2,185)(2,326)(2,536)( 15,770)

( 853)(1,171)(1,291)(1,495)(1,664)(2,017)(2,204)(2,463)(2,594)(2,785)( 18,537)

255 361 368 353 402 388 345 371 352 352 3,547

239 312 222 272 239 116 345 371 352 352 2,820

( 239)( 312)( 222)( 272)( 239)( 116)( 345)( 371)( 352)( 352)( 2,820)

( 255)( 361)( 368)( 353)( 402)( 388)( 345)( 371)( 352)( 352)( 3,547)

合　　計　（Ｃ＋Ｄ）　Ｅ　　① 1,079 1,506 1,641 1,832 2,050 2,389 2,533 2,818 2,930 3,121 21,900

918 1,226 1,449 1,604 1,619 1,724 1,897 2,535 2,656 2,866 18,494

( 952)(1,257)(1,440)(1,587)(1,601)(1,708)(1,922)(2,556)(2,678)(2,888)( 18,590)

(1,108)(1,532)(1,659)(1,848)(2,066)(2,405)(2,549)(2,834)(2,946)(3,137)( 22,084)

執行状況 〔（②÷①）〕 85.1% 81.4% 88.3% 87.6% 79.0% 72.2% 74.9% 90.0% 90.6% 91.8% 84.4%

〔（③÷④）〕 (85.9%)(82.0%)(86.8%)(85.9%)(77.5%)(71.0%)(75.4%)(90.2%)(90.9%)(92.1%)( 84.2%)

当該年度ベース

執行状況 〔（②÷①）〕 - 82.9% 85.0% 85.8% 84.1% 81.4% 80.1% 81.9% 83.2% 84.4% 84.4%

〔（③÷④）〕 ( -)(83.7%)(84.9%)(85.2%)(83.2%)(80.5%)(79.5%)(81.4%)(82.9%)(84.2%)( 84.2%)

当該年度以前の累計額ベース

※　効果額は事業費ベース、（　　　　）は一般財源ベース

※　合計　Ｅ　の①と④は当初計画額、②と③は実績額と見込み額。

※　各項目の最上段、最下段の数値（網掛け）は２１年度策定時、計画額。

投 資 的 経 費　　　　Ｄ

②　　

③　　

④　　

歳
 

入

(6)自主財源の確保

小　　　　　計　　　　Ｂ

計　　　（Ａ＋Ｂ）　　　　　Ｃ

(3)

合　計
Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

Ｈ２６

（見込み）
Ｈ３０

公の施設の見直し

淡路市新行財政改革推進方策における改革については、全１６８項目を掲げ、平成２１年度から平成３０年度の１０年間の計画で取り組んでいる。
各分野における改革内容については、以下のとおりである。

取　　組　　項　　目
年　　　　　度　　　　　別　　　　　効　　　　　果　　　　　額

(2)定員・給与の見直し

Ｈ２７（予算） Ｈ２８ Ｈ２９

歳

出

(1)組織の見直し

(4)事務事業の見直し

(5)公営企業の見直し

小　　　　　計　　　　Ａ

各年度効果実績（Ｂ） ＝ ２０年度当初予算額　－　各年度決算額

最終目標効果額 ＝ 各年度計画効果額（Ａ）の累計（２１９億円）

達成率（Ｃ） ＝
当該年度の各年度効果実績（Ｂ）

当該年度の各年度計画効果額（Ａ）

新行財政改革推進方策　事業別計画における効果額　算出方法

決
算
額

計
画
額

決
算
額

計
画
額

◎計画効果額：平成20年度当初予算額を基準として、実施年度の予算
額との差額で、平成21年度から平成30年度の計画効果額の累計額が
219億円。

効
果
額
Ｂ

効
果
額
計
画
Ａ

効
果
額
Ｂ

・・・・

決
算
額

計
画
額

決
算
額

当
初
予
算
額

効
果
額
計
画
Ａ

効
果
額
Ｂ

効
果
額
計
画
Ａ

効
果
額
Ｂ

効
果
額
計
画
Ａ

計
画
額

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５～３０

表－１ 


